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特集●日常生活とアレルギー

食物アレルギーの現状 岐阜大学大学院医学研究科小児病態学 近藤 直実

小児の食物アレルギー事故と患児の学校生活での注意点 ささもとこどもクリニック 笹本 和広

「茶のしずく」石鹸によるアレルギー 藤田保健衛生大学医学部皮膚科学 松永佳世子

大気汚染とアレルギー 国立環境研究所環境健康研究領域生体影響評価研究室 井上健一郎

日常生活用品とアレルギー─ラテックスアレルギー 東京都立小児総合医療センターアレルギー科 赤澤 晃

日常生活用品とアレルギー─金属アレルギー(皮膚科) 兵庫県立加古川医療センター皮膚科 足立 厚子

日常生活用品とアレルギー─金属アレルギー(歯科) 東京医科歯科大学歯学部付属病院 松村 光明

日常生活用品とアレルギー─コチニール色素とアレルギー

国立医薬品食品衛生研究所食品添加物部第二室 杉本 直樹

行政における食物アレルギー対策 人間総合科学大学人間科学部人間科学科 丸井 英二

●視点

公衆衛生の期待 東京医療保健大学 渡會 睦子
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平成 24(2012)年 9 月にイングランド北部都市のリーズで

Public Analyst, Trading Standards Officer，Environ-

mental Health Officer(EHO)に会う機会がありました．

Public Analyst は 1860 年から現在も存在する飲食物の

分析を行う自治体の専門職です．EHO は公衆衛生制度

の誕生とともに存在している自治体の「監視員」です．自

治体において現在まで一貫して対物衛生業務を担当し続

けています．わが国では対物衛生にかかわる分野は，戦

後，獣医師，薬剤師などの専門職によって担われるように

なりました．その教育訓練は現任教育に負ってきました．近

年，専門制の必要性が高まり，大学の学部・大学院の

教育的役割が重要されてきています．

ところで，平成 25(2013)年 2 月にコペンハーゲン大学

で獣医師教育システムを学ぶ機会がありました．ここでは，

行政，大学と企業が協働して人材育成と教育がなされて

いました．EU 諸国における獣医師教育の共通化もはじめ

られていました．農業国の食品安全の専門職に対する力

の入れ方がさすがに違うと感心させられました．この分野の

専門職の資質向上を図ることは国民の健康と安全の確保

のためには必要，不可欠となっています．本特集は，対

物衛生にかかわる専門職の歴史，大学教育，行政の現

場，地域の現場などでの現状と課題を見つめるよい機会と

なりました．ご執筆者の皆さんに御礼を申しあげます．

(高鳥毛敏雄)
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編集顧問

多田羅浩三 財団法人日本公衆衛生協会

会長，大阪大学名誉教授
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阿彦 忠之 山形県健康福祉部次長・山

形県衛生研究所長

高鳥毛敏雄 関西大学社会安全学部教授

成田 友代 世田谷区世田谷保健所長

西田 茂樹 福島県会津保健福祉事務所長

©
IG
A
K
U
-
S
H
O
IN

L
td
,
2
0
1
3

2026/10/02 17:53:37


